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町
に
寄
贈
い
た
だ
い
た
作
品 
大
野
祥
雲
さ
ん 

魅力の「書」40点　大野祥雲「ふるさと書展」 

オーケストラがやってきた♪ オーケストラがやってきた♪ 
 

十
月
二
十
三
〜
二
十
八
日
、
旧

仁
淀
村
出
身
の
書
家
、
大
野
祥
雲

さ
ん
（
高
知
市
）
の
作
品
四
十
点

を
集
め
た
「
大
野
祥
雲
『
ふ
る
さ

と
書
展
』
」
が
仁
淀
多
目
的
研
修

集
会
施
設
で
開
か
れ
ま
し
た
。
期

間
中
、
約
三
百
五
十
人
が
鑑
賞
に

訪
れ
「
書
」
の
魅
力
を
堪
能
し
ま

し
た
。 

 

「
生
ま
れ
育
っ
た
思
い
出
深
い

こ
の
地
で
、
仕
事
の
一
部
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
大

野
さ
ん
。
初
め
て
ふ
る
さ
と
で
書

展
を
開
く
と
い
う
こ
と
で
、
毎
日

の
よ
う
に
会
場
に
足
を
運
び
、
来

場
者
に
作
品
の
説
明
を
し
た
り
、

質
問
に
答
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
町
内
の
知
人
や
同
級
生
な
ど

が
訪
れ
る
と
、
懐
か
し
い
話
で
盛

り
上
が
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

れ
た
よ
う
で
す
。  

町
へ
の
寄
贈
作
品
「
海
」 

 

今
回
展
示
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
、

縦
九
十
㌢
、
横
百
八
十
㌢
の
大
作

「
海
」
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

大
野
さ
ん
は
作
品
に
対
し
「
海

は
大
小
の
河
川
を
受
け
入
れ
、
広
々

と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
小
を
捨

て
な
い
が
た
め
に
大
き
く
な
っ
て

い
く
の
で
す
。
『
学
海
』
と
い
う

言
葉
も
あ
り
ま
す
。
川
は
海
を
学

び
、
流
れ
を
止
め
ず
、
海
に
至
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
の

学
び
を
途
中
で
や
め
な
い
と
い
う

こ
と
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
」
と

の
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。 

［略　歴］ 

昭和12（1937）年　高瀬生まれ 

現在 

　高知大学名誉教授 

　(財)毎日書道会評議員・審査会員 

　(財)書道芸術院常務理事・審査会員 

　高知県展無鑑査 

　（社）筆の友書道会会長 

　高知県日中友好書道協会代表 
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オーケストラがやってきた♪ オーケストラがやってきた♪ オーケストラがやってきた♪ 

本
物
に
触
れ
る
体
験
学
習 

　10月28日、仁淀中学校に東京ニューシティ管

弦楽団が来校し、演奏を披露しました。この演奏

会は、文化庁の「本物の舞台芸術体験事業」とし

て行われたものです。 

　当日は、全校生徒のほか、保護者など大勢が鑑賞、

田久保裕一さんの指揮による「カルメン」組曲の

演奏や声楽家の浪川佳代さんの歌声に酔いしれま

した。 

　演奏の合間には、指揮者から曲の内容や楽器に

ついて分かりやすい説明があり、生徒たちは興味津々

の様子でした。また生徒による指揮者体験もあり、

代表で挑戦した３人は緊張した面持ちながら堂々

と指揮棒を振りました。 

　最後は３年生全員が作詞・作曲し、田久保さん

が編曲した「絆」という曲と校歌をオーケストラ

の演奏に合わせて合唱。和やかな雰囲気で進んだ

演奏会は感動とともに幕を閉じました。 

東京ニューシティ管弦楽団と浪川佳代さん 

生徒代表が堂々と指揮棒を振りました 

上映後、椿山の皆さんは知事ご夫妻と記念撮影 

椿
山
が
映
画
ス
ク
リ
ー
ン
に
！ 

　
徴
兵
、
そ
し
て
戦
犯
と
し
て
の
逮
捕
、

二
度
に
わ
た
り
愛
す
る
家
族
と
引
き
離

さ
れ
た
主
人
公
。
戦
争
に
よ
る
悲
劇
を

通
じ
て
、
夫
婦
愛
や
家
族
の
絆
を
描
い

た
映
画
「
私
は
貝
に
な
り
た
い
」

が
、
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
全
国

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
椿
山
や
中
津
明
神
山
で
も
撮
影

が
行
わ
れ
た
こ
の
映
画
に
は
、
美

し
い
風
景
と
と
も
に
地
元
住
民
も

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
し
て
い
ま
す
。 

　
全
国
公
開
に
先
立
ち
、
十
一
月

十
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
高
知

で
行
わ
れ
た
一
般
試
写
会
に
は
、

椿
山
の
住
民
や
ロ
ケ
に
か
か
わ
っ

た
人
た
ち
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
待

さ
れ
ま
し
た
。 

　
尾
　
正
直
県
知
事
ご
夫
妻
も
出

席
さ
れ
、
同
じ
ゲ
ス
ト
席
に
陣
取

っ
た
皆
さ
ん
は
大
喜
び
。
映
画
が

始
ま
り
、
大
き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に

仁
淀
川
町
の
山
並
み
や
集
落
が
映

し
出
さ
れ
る
と
、
思
わ
ず
「
お
お

っ
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
全
編
に
流
れ
る
美
し
い

風
景
と
は
対
照
的
に
、
悲
し
く
切
な
い

シ
ー
ン
が
続
き
ま
す
。
上
映
後
「
こ
の

会
場
で
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
戦
争
の
悲

惨
さ
を
知
っ
て
い
る
か
…
」
と
戦
争
を

経
験
さ
れ
た
方
の
一
言
が
、
こ
の
映
画

の
重
さ
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

　
「
か
わ
い
そ
う
な
話
だ
っ
た
」
と
言

う
感
想
ば
か
り
で
し
た
が
、
ロ
ケ
現
場

と
し
て
椿
山
が
選
ば
れ
た
こ
と
、
エ
キ

ス
ト
ラ
で
参
加
で
き
た
こ
と
を
、
皆
さ

ん
と
て
も
喜
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

帰
り
際
、
希
望
し
て
い
た
知
事
と
の
記

念
撮
影
も
か
な
い
、
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
胸
に
映
画
館
を
後
に
し
ま
し
た
。 

「私は貝になりたい」試写会 



広報によど川 12月号 《4》 

森分団が優勝 

　11月１日から４日まで、仁淀農業者トレーニン

グセンターを会場に仁淀文化祭が開催されました。  

　保育園児や小中学生・一般の方が出品した力作

を、600人を超える来場者が鑑賞しました。 

｜特｜集｜ 芸術の秋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

「秋葉神社祭礼練り保存会」県文化賞受賞 

力作鑑賞に600人 
仁淀文化祭 

祭
り
を
守
り
地
域
を
元
気
に
！ 

　
学
術
、
芸
術
、
教
育
な
ど
文
化
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
個

人
を
表
彰
す
る
高
知
県
文
化
賞
に
「
秋
葉
神
社
祭
礼
練
り
保
存

会
」（
吉
岡
郷
継
会
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
秋
葉
ま
つ
り
の
伝
統
を
継
承
す

る
た
め
、
保
存
会
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
四
十
一
年
。
こ
の
当

時
か
ら
別
枝
地
区
で
は
、
人
口
減
少
に
よ
り
祭
り
の
担
い
手
の

確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
地
区
内
で
太
刀
踊
り
に
参

加
す
る
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
と
、
他
地
区
の
子
ど
も
が
助
っ

人
と
し
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
保
存
会
メ
ン
バ
ー
は
「
世
話
役
」
と
し
て
、
祭
り
前
の
「
な

ら
し
」
で
子
ど
も
た
ち
を
指
導
し
、
本
番
で
も
厳
し
く
も
温
か

い
ま
な
ざ
し
で
後
継
者
た
ち
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
後
継
者
を
育
て
、
祭
り
を
守
り
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
を

元
気
づ
け
て
い
こ
う
と
、
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
は
続
き
ま
す
。 

　
表
彰
式
は
十
一
月
三
日
に
高
知
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

十
二
月
に
は
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
す
。 

新
春
恒
例 

池
川
芸
能
大
会 

　
　
　
ご
案
内 

日
時 

平
成
21
年
１
月
４
日
（
日
） 

午
後
０
時
30
分
〜
４
時 

場
所 

池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

　
毎
年
、
大
勢
の
観
客
で
に

ぎ
わ
う
池
川
芸
能
大
会
。
　

　
舞
踊
や
歌
謡
、
椿
山
太
鼓

踊
り
、
寸
劇
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
皆
さ
ん
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
の
芸
能
大
会 
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森分団が優勝 森分団が優勝 
中央地区消防操法大会  

　火災が発生しやすい季節。恒例の保育園児によ

る防火パレードが行われました。 

　園児たちはパレードに先立ち「僕たちは火遊びを

絶対しません」と元気な声で防火を誓いました。ま

た日ごろお世話になっている消防関係者やお巡りさ

んに「ありがとう」と手作りのプレゼントを贈りました。 

平
成
２３
年
5
月
３１
日
ま
で 

大会に出場した町消防団員 

自　動　車 
ポンプの部 ［ ］ 

　
十
月
十
九
日
、
県
消
防
学
校
（
い
の
町
）
で
、
県
中

央
地
区
九
市
町
村
の
消
防
団
が
集
い
、
第
二
十
七
回
県

中
央
地
区
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
町
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
に
森
分
団
と
池
川

分
団
が
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
川
渡
分
団
、
池
川
方
面

隊
、
中
津
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。 

　
五
カ
月
前
か
ら
夜
間
練
習
な
ど
に
励
ん
だ
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
森
分
団
が
優
勝
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
は
川
渡
分
団
が
準
優
勝
す
る
な
ど
、

本
町
消
防
団
の
操
法
技
術
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。
　 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部 

優
　
勝
　
森
分
団 

準
優
勝
　
い
の
町
消
防
団 

第
三
位
　
池
川
分
団 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

優
　
勝
　
越
知
町
消
防
団 

準
優
勝
　
川
渡
分
団 

第
三
位
　
い
の
町
消
防
団 

敢
闘
賞
　
池
川
方
面
隊 

保育園児が防火パレード 

住宅用火災警報器は設置しましたか？ 

十
一
月
十
一
日
・
ふ
た
ば
保
育
所 

火
の
用
心 

火
の
用
心 

十
一
月
七
日
・
長
者
保
育
所 

十
一
月
十
四
日
・
名
野
川
保
育
所 

　
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
住
宅
用
火
災
報
知

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平

成
十
八
年
六
月
一
日
以
降
の
新
築
住
宅
に
は

既
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十

三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
安
心
・
安
全
の
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
早
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。  

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
煙
な
ど
を

感
知
し
て
警
報
が
鳴
り
、
万
一
の
火
災

の
発
生
を
早
期
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
も

の
で
、
全
て
の
寝
室
に
設
置
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
階
に
寝
室
が
あ
る

場
合
は
階
段
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

　
警
報
器
は
、
消
防
用
設
備
取
扱
店
や

電
気
店
ま
た
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
購
入
で
き
ま
す
。 

消
防
署
が
斡
旋
、

販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質

な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
購
入
す
る
と
き
は
、
日
本
消
防

検
定
協
会
の
鑑
定
合
格
証
が
付
い
て
い

る
も
の
が
安
心
で
す
。 

 

問
い
合
わ
せ 

高
吾
北
消
防
本
部
予
防
係 

　
２
６
・
２
１
１
１ 

住
宅
用
火
災
報
知
器
相
談
室 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
５
６
５
・
９
１
１ 




